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【禁忌・禁止】
・再使用禁止

【形状・構造及び原理等】
オートミックスタイプの専用シリンジに取り付けて使う。シリ
ンジから押し出された材料が、ミキシングチップ スリム内にあ
る羽根により攪拌・練和される。エンドチップは必要に応じて、
ミキシングチップ スリムの先端に装着する。

突起

ミキシングチップ スリム エンドチップ

［材質］
ミキシングチップ スリム ポリプロピレン樹脂

ポリアセタール樹脂
エンドチップ ポリプロピレン樹脂

【使用目的又は効果】
歯科材料を練和、注入するのに用いる。

【使用方法等】
併用する材料について
クラレノリタケデンタル株式会社が製造販売する製品の電子添
文にて、併用する器材として本品が記載されている製品。

1）キャップの取り外し
①オートミックスタイプの専用シリ

ン ジ の ラ ベ ル に 印 刷 さ れ て い る
「OPEN↔LOCK」の表示が見える向
きでシリンジを持ちます（図1）。

②シリンジのキャップを図2のように
持ち、キャップの突起をLOCKからOPENの方向に◀印
まで回転させてロックを解除します（図3）。突起と◀印が
合う位置でキャップを水平に引っ張って取り外します

（図4）。キャップ及びシリンジが破損するおそれがあるた
め、OPEN位置以上に回転させないでください。
図2 図3 図4

2）ペーストの頭出し
併用する製品を開封後初めて使用する際は、シリンジから
練和紙等にゆっくりと少量ペーストを押し出し、2つのペー
ストが均等に出ることを確認します。

3）ミキシングチップ スリムの装着
①ミキシングチップ スリムを図5のように持ち、ミキシン

グチップ スリムの突起を図6のようにシリンジラベルの
◀印に合わせて奥まで押し込みます。破損のおそれがあ
るため、押し込む際にミキシングチップ スリムの先端は
持たないでください。

②ミキシングチップ スリムをLOCKの方向に手応えを感じ
るまで回転させてロックします。確実に装着されている
とLOCK位置を示す線と突起が合います（図7）。ミキシン
グチップ スリム及びシリンジが破損するおそれがあるた
めLOCK位置以上に回転させないでください。

エンドチップを用いる場合
図8のようにエンドチップの根元を持ち、ミキシングチップ 
スリムにカチッと音がするまで強く押し込んで確実に装着し
ます（図9）。また、エンドチップの先端を曲げないでくださ
い。ペースト押し出し時に気泡を巻き込むおそれがあります。
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［使用方法に関連する使用上の注意］
①ミキシングチップ スリムまたはキャップを脱着する際、

OPEN位置以上に回転させないこと。また、ミキシング
チップ スリムまたはキャップを装着する際、必ずLOCK位
置まで回転させて確実にロックすること。この時、LOCK
位置以上に回転させないこと。破損のおそれがあります。

②エンドチップを用いる場合は、ミキシングチップ スリムに
カチッと音がするまで強く押し込んで確実に装着すること。
装着不良の場合、使用時にエンドチップが外れ、ペースト
が飛び出るおそれがあります。

③エンドチップは、未使用のミキシングチップ スリムに装着
してからペーストを押し出すこと。装着不良のおそれがあ
るため、使用済みのミキシングチップ スリムに後からエン
ドチップを装着しないでください。

④ミキシングチップ スリムの装着の際、破損のおそれがある
ため、チップの先端は持たないこと。

⑤ミキシングチップ スリムを装着する際は、下図のAが（正）
の位置にあることを必ず確認してからご使用ください。Aが

（誤）のように回転している場合、ミキシングチップ スリム
とシリンジは正しく装着できません。なお、シリンジにミ
キシングチップ スリムを装着する前にエンドチップを装着
し、回転させた場合、まれにAが回転することがあります。
その場合は、Aを（正）の位置に戻してからご使用ください。
ミキシングチップ スリムをシリンジ装着側から見た図
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⑥エンドチップの先端を曲げないこと。ペースト押し出し時
に気泡を巻き込むおそれがあります。

⑦エンドチップを用いる場合は、無理な力や角度で装着を行
わないこと。 

⑧エンドチップの先端は尖形であるので、取り扱い時には注
意すること。

⑨エンドチップはミキシングチップ スリム以外に装着して使
用しないこと。

⑩交差感染を防ぐため、ミキシングチップ スリムとエンド
チップの再使用は行わないこと。
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【保管方法及び有効期間等】
［保管方法］

・直射日光や高温多湿を避けて保管すること

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売元：

〒959-2653 新潟県胎内市倉敷町2-28
フリーダイヤル：0120-330922

販売元：

〒564-8650 大阪府吹田市垂水町3-33-18　TEL（06）6380-2525
〒110-8513 東京都台東区上野2-11-15　　TEL（03）3834-6161


